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一
種
路
線
を
十
井
妬
延
長

除
雪
作
業
に
ご

中
魚
沼
地
区
除
雪
協
力
会
（
会
長
村
山
市
長
）
は
去
る
二
日
商
工
福
祉
会
舘
三
階
ホ
ー
ル
で
総
会
を
開
き

今
冬
の
除
雪
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
全
線
の
除
雪
は
機
動
力
を
発
揮
し
て
行
な

う
。
主
要
道
路
は
重
点
的
に
除
雪
を
行
な
い
、
そ
の
他
の
道
路
は
、
降
雪
初
期
と
降
雪
後
の
除
雪
を
主
体

に
し
、
公
立
医
療
機
関
等
の
路
線
に
つ
い
て
も
指
定
外
路
線
と
し
て
計
画
し
、
無
雪
化
を
推
進
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
．
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除
雪
計
画
で
は

除
雪
機
械
四
＋

三
台
（
十
日
町
土

木
事
務
所
二
十
六

台
、
十
日
町
市
五

台
、
川
西
町
四
台

中
里
村
三
台
、
津

南
町
五
台
）
を
十

日
町
、
川
西
、
津

南
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
そ
れ
ぞ
れ
配
置

前
年
に
比
ぺ
一
種

路
線
を
九
・
八
キ
。

層
延
長
す
る
総
延

長
百
九
・
九
キ
。
材

を
除
雪
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
必
要

に
応
じ
て
民
間
業

者
の
機
械
を
借
り

上
げ
る
、
な
ど
強

協
力
を
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力
な
除
雪
体
制
で
望
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。市
道
の
除
雪

体
制

　
市
道
の
除
雪
も
前
年
同
様
本
町
西

線
、
山
高
線
、
島
一
、
二
号
線
、
新

座
中
央
線
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

　
そ
の
他
必
要
に
応
じ
民
間
の
除
雪

機
械
を
借
り
上
げ
る
な
ど
市
道
の
除

雪
に
強
力
な
体
制
で
取
り
組
み
ま

す
。
　
山
間
地
域
は
、
小
型
雪
上
車
に
ょ

る
圧
雪
路
線
を
確
保
し
、
救
急
愚
者

輸
送
用
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
を
配
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
願
い

た
い
こ
と

9
除
雪
対
象
路
線
に
目
動
車
を
駐
車

　
及
び
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
特
に
夜
問
除
雪
の
際
、
駐
車
や
放

　
置
し
て
い
る
自
動
車
の
た
め
思
う

　
よ
う
に
除
雪
で
き
な
い
こ
と
か
あ

　
る
ほ
か
大
切
な
車
を
損
傷
す
る
こ

　
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
ご

　
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
待
避
所
に
自
動
車
を
駐
車
し
な
い

　
こ
と
。

日
消
火
栓
は
、
は
っ
き
り
わ
か
る
よ

　
う
目
じ
る
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

四
道
路
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
は
、
新

　
潟
県
細
則
で
禁
示
さ
れ
て
い
ま
す

　
の
で
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
、
な

　
る
べ
く
道
路
に
お
と
さ
な
い
よ
う

　
に
し
て
く
だ
さ
い
。

㈲
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
、
積
重
ね
整

　
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
そ
の
場
合
道
路
中
央
の
車
両
路

線
は
確
保
）

因
各
戸
の
出
入
口
が
、
除
雪
作
業
で

　
ふ
さ
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
迷
、
惑
で
も
、
各
戸
に
お
い
て
手

　
直
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
く

…

属
鞭

河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　
　
　
　
　
　
住
み
郷
十
日
町
分
会
で

　
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
十
日
町

分
会
（
会
長
山
内
正
豊
）
で
は
、
去

る
十
二
日
市
役
所
で
河
川
法
、
潜
掃

法
な
ど
公
害
問
題
法
規
の
説
明
を
聞

き
、
午
後
二
時
か
ら
市
内
の
中
沢
川

な
ど
の
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

　
参
加
者
は
同
十
日
町
分
会
、
婦
人

会
役
員
な
ど
二
十
一
人
で
「
小
川
の

メ
ダ
カ
」
の
頃
と
は
想
像
も
出
来
な

い
ほ
ど
川
が
汚
れ
て
い
る
の
に
び
っ

く
り
。
「
家
の
周
囲
の
き
れ
い
な
町
内
、
き

れ
い
な
河
川
沿
線
の
町
内
を
表
彰
」

　
な
ど
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
沿
線

の
事
業
所
、
衛
生
組
合
長
か
ら
、
き

れ
い
な
モ
デ
ル
河
川
、
き
た
な
い
河

川
を
見
て
も
ら
い
き
れ
い
な
河
川
づ

く
り
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

【
写
真
は
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
の
一
行
】

市に最新鋭
除雪車を配置

　
だ
さ
い
。

㈹
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
か
ら
特

　
に
子
供
さ
ん
な
ど
を
機
械
に
近
寄

　
ら
せ
な
い
よ
う
皆
さ
ん
の
監
視
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
腸
台
を
配
置

　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
へ
き
地
患
者

輸
送
用
ス
ノ
ー
ボ
ー
ト
十
五
台
を
購

入
（
総
額
三
十
七
万
五
千
円
）
へ
き

地
に
お
け
る
冬
期
間
の
救
急
患
者
輸

送
に
役
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
配
置
す
る
地
区
は
ニ
タ
子
、
西
枯

木
又
、
珠
川
な
ど
十
五
ヵ
所
で
、
そ

の
他
の
地
区
も
年
次
計
画
で
購
入
、

　
過
疎
問
題
な
ど
十
二
人
が
発
言

　
　
　
　
県
政
懇
談
会

　
県
主
催
の
県
政
懇
談
会
は
去
月
二
　
　
な
お
、
県
単
独
で
過
疎
集
落
の
移

十
五
出
、
午
後
一
時
か
ら
市
役
所
で
転
事
業
、
農
山
村
開
発
総
合
セ
ン
タ

開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
一
市
二
町
一
村
の
住
民
代

表
三
十
二
人
と
市
町
村
議
会
関
係

者
、
市
町
村
長
ら
百
五
十
人
、
県
側

か
ら
知
事
以
下
二
十
人
が
出
席
、
日

浦
企
画
調
整
課
長
の
県
政
発
展
の
た

め
の
長
期
構
想
に
つ
い
て
説
明
の
あ

と
懇
談
に
入
り
、
十
日
町
側
住
民
代

表
三
人
の
発
言
と
県
側
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

▼
樋
口
清
氏
（
問
）

①
山
間
地
の
過
疎
化
に
よ
る
離
農
者

に
対
す
る
就
労
対
策
。

②
苗
場
山
麓
総
合
開
発
の
早
期
実

現
と
近
代
化
農
業
。

③
積
雪
地
に
お
け
る
自
動
車
税
の
軽

減
。
▼
大
倉
企
画
開
発
部
長
（
答
）

①
過
疎
対
策
に
つ
い
て
。

　
工
場
誘
致
を
考
え
て
お
り
既
に
県

内
広
域
生
活
圏
域
ご
と
に
工
場
適
地

の
カ
所
を
調
査
し
て
い
る
。

1
建
設
、
雪
上
車
整
備
事
業
な
ど
に

対
す
る
助
成
措
置
を
実
施
中
、
さ
ら

に
過
疎
地
域
対
策
に
つ
い
て
県
政
の

懇難糠灘、
、

譲

最
重
点
施
策
と
し
て
推
進
を
図
る
考

え
で
あ
る
。

▼
内
山
農
地
計
画
課
長
（
答
）

②
苗
場
山
麓
は
、
開
発
万
法
に
つ
い

て
現
在
調
査
中
だ
。

　
畜
産
物
の
冬
期
間
集
出
荷
を
円
滑

に
す
る
た
め
、
雪
上
車
の
補
助
、
地

域
畜
産
振
興
事
業
に
よ
る
牛
乳
パ
イ

プ
輸
送
施
設
な
ど
考
え
て
い
る
。

地元代表発言者「樋口清氏」の発言風景

▼
田
口
農
政
企
画
課
長
（
答
）

②
土
地
基
盤
整
備
と
近
代
化
農
業
に

対
す
る
施
策
は
、
農
業
構
造
改
善
事

業
が
あ
り
、
県
弟
で
も
昭
和
四
十
五

年
度
か
ら
土
地
基
盤
整
備
と
近
代
化

に
対
す
る
総
合
重
点
開
発
事
業
と
し

て
他
県
よ
り
高
額
補
助
を
行
な
っ
て

い
る
。

▼
小
川
総
務
部
長
（
答
）

③
「
積
雪
度
等
に
よ
る
市
町
村
類
型

区
分
」
を
も
と
に
し
て
十
五
％
ま
で

の
軽
減
を
行
な
っ
て
い
る
が
さ
ら
に

手
直
し
た
い
。

▼
菅
村
新
蔵
氏
（
間
）

①
人
口
増
加
の
方
策
に
つ
い
て
。

②
商
店
街
の
近
代
化
促
進
。

③
道
路
間
題
。

▼
大
倉
企
画
開
発
部
長
（
答
）

①
当
市
は
、
全
国
ニ
ヵ
所
の
防
雪
モ

デ
ル
都
市
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
本

年
度
調
豊
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
当
市
で
り
っ
ぱ
な
資

料
を
作
ら
れ
た
の
で
県
で
も
多
い
に

活
用
し
中
央
に
働
き
か
け
た
い
。

▼
水
谷
商
工
労
働
部
長
（
答
）

②
広
域
商
工
診
断
、
商
店
街
診
断
を

実
施
し
、
中
小
商
業
高
度
化
資
金
、

中
小
商
業
近
代
化
資
金
の
貨
付
け
も

行
な
っ
て
い
る
。

へ
き
地
全
部
に
配
置
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
小
型
雪
上
車

十
台
を
購
入

　
い
ま
ま
で
市
は
、
山
間
地
域
に
っ

い
て
二
十
二
台
の
小
型
圧
雪
用
雪
上

車
で
圧
雪
路
線
を
確
保
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
冬
は
さ
ら
に
小
型
雪
上
車

十
台
を
購
入
（
一
台
四
十
二
万
円
）

道
路
圧
雪
に
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

消
雪
バ
イ
ブ
延
長

　
ブ
ル
除
雪
の
ほ
か
、
流
雪
溝
と
並 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
ゴ
ー
と
エ
ン
ジ
ン
の
音
を
ひ
び
か
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

せ
、
生
き
も
の
の
よ
う
に
動
く
鋼
鉄
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

製
の
回
転
翼
で
み
る
ま
に
雪
の
山
を
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

の
み
こ
む
…
。
．
。
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
こ
れ
は
、
市
に
配
置
さ
れ
た
最
新
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

鋭
の
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
出
動
風
景
。
　
4

　
市
は
、
こ
の
ほ
ど
H
T
R
・
四
十
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

一
形
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
を
八
百
八
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

九
万
円
で
購
入
、
道
路
除
彫
由
に
効
果
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

を
あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
ん
で
威
力
を
発
揮
し
て
い
る
消
雪
パ
㎜

　
　
イ
プ
は
、
さ
ら
に
本
年
度
つ
ぎ
の
地
㎜

　
　
内
を
大
巾
に
延
長
、
消
雪
に
威
力
を
㎜

　
　
発
揮
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜
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新
翔
度
消
中
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ハ
イ
フ
］
『
恥
扶
況
〕

25

日
か
ら
施
行

　
　
用
途
地
域

市
の
用
途
地
域
及
び
準
防
火
地
域

の
指
定
は
、
去
る
三
日
県
知
事
か
ら

市
原
案
ど
殉
り
承
認
さ
れ
、
今
月
二

十
五
日
か
ら
施
行
（
告
示
）
い
た
し

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
な
お
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
用
途

地
域
及
び
灘
防
火
地
域
に
指
定
さ
れ

ま
す
と
、
建
築
物
な
ど
に
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で
、
建
物
の
新
増
改
築
の

際
は
事
前
に
十
日
町
土
木
事
務
所
ま

た
は
市
建
設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
工
業
統
計
調
査

　
　
に
一
』
協
力
を

　
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
工
業
統

計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
製
造
業
に
関
す
る

国
勢
調
査
と
も
い
う
ぺ
き
も
の
で
、

調
査
の
結
果
は
、
各
種
の
経
済
分
析

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。

　
　
の
指
定

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
員
が

調
査
票
記
入
依
頼
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
記

入
の
上
調
査
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

田
川
町
線
道

路
が
完
成

　
こ
の
ほ
ど
而
道
田
川
町
線
道
路
が

完
成
．

　
延
長
五
百
八
十
層
巾
員
七
層
で
工

事
費
約
一
千
万
円
（
用
地
補
償
費
を

含
む
）
。

　
　
【
完
成
し
た
田
川
町
線
道
路
】

弱

古驚9なり畦蓋おり年1未’を～

ρ

急室
果、

葎
り

ス
ド
ー
，
7

事
趣縄

交
通
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今だ！市民総ぐるみで交通事故をなくしよう。

悲しむ前にまづ家族で交通安全を考えよう
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1明日はわが身に1

市内交通事故発生状況

　　ぐ曾クザ

　　（熔しみの交通事故）
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　冬期間は週1回くごみ収集にご協力を＞

口冬期間、ごみ収集計画区域を別紙回覧のとお

　り、週1回収集に切りかえました。

■みなさんのご協力をお願いします。

　　　＜守っていただきたいこと＞

■ごみは、収集当日の午前9時までに指定され

たステーションに出してください◎

■ごみは、ポリ袋等の容器に入れ、必らず口を

　しばって出しましょう。

■工場、商店等の多量のごみは、自己搬入処分

をお願いします。

■降雪でステーショソの位置が悪い楊合は交通

　の支障のない場所に移動してください。

　　　市税の納入にご協力を
口昭和45年度市税の納期も市民税の特別徴収、

保険料等の一部を除き、i2月で終わります。

■税金を未納されている方は、12月28日までに

市役所会計課または各出張所にご納入くださ

いo

　　　年末、年始の食品衛生運動

口期間i2月1日から1月3i日（2カ月間）

鳳年末年始を迎え、不良食品による食中毒など

に注意しましょう。　　　（十日町保健所）

住友杯パスケットボール市内大会（結果）

　　　＜陰月5日市民体育舘＞

■1位織物組合　　口2位松崎工業

口3位市役所、関芳織物

　　　　交通制限Oおしらせ
『■国道253号線名ケ山地内道路決壊のため諸車

　通行止めとなります。

口期間45年12月31日まで

　　保険衛生だより
育児相談

口期日12月22日午後i時から午

後2時
■会場下条出張所

口対象者生後12ヵ月までの者

妊婦検診

■期日　12月23日午後i時～1時

30分、午後1時30分～午後2時

■会　場　中条病院産婦人科

口対象者　姐娠6ヵ月までの者

■参集地区　中条、下条地区

口その他　貧血検査料35円ご持参ください。

あ
炉
ら
b

　　　＜12月行事のお知らせ＞

■花道教室　　　27日

■写真クラブ　　27日

煽卓球クラブ　　22日

ホ・一ム休舘日　25日、29口、30日、31日

■社会福阯事業に寄付（敬称略）

金ゆ万円　東京　庭野日敬

金2。OOO円　禅友会代表　服部玄光

金1，000円十日町実業高校新聞委員会

　　　赤痢は冬でも発生します
■県下の保育所、幼稚園に赤痢が集団発生して

います。

■予防はまず手洗いから。

金500円　下条岩野、村山

　　　　誠一
■香典返し金1万円名ケ山桑

原一郎（10月8日）

金3万円下条四丁目村山

　トヨ（H月め日）

金1万円西寺町中林玉

次（H月27日）

現在使用中の米穀通帳の有効期間がつぎのと

おり一力年延艮されました。

　　　　延長された有効期間

ロー般消費者用　昭和46年I　i月31日まで

・欝袈霧用｝昭和46年i・月3旧まで

　　　　　お知らせ
■このほど法務大臣からつぎの方が人権擁護委

員に委嘱されました。

武田文雄、服部慶円、小林賢秀（敬称略）

　新入学児童の健康診断は届きましたか

■昭和46年4月1日小学校に就学予定の児童で、

まだ健康診断等の連絡が届いていない方は通

学区の学校、または市教育委員会にご連絡く

ださい。　（電話7－3川番）

　　　年末、年始の市役所事務

■29日から1月3日（1月3日は日曜日）まで

平常事務は休ませていただきます。

～》　｝“ε郵便局からお願いり♂’”’一

年賀状の差し出しはi2月22日までに。

遅くなって差し出されると元旦の配達に

間に合いません。

年賀状は、市内、県内、県外に束ねてお

出しください。

年賀状や小包にも郵便番号を忘れずに

正しくはっきりとお書きください。

郵便受箱や家族表札をあっせんしま

す。ご希望の方は、十日町郵便局窓口へ

どうぞ。
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★国民年金と農業者年金の関係を図で示すとつぎ

のようになります。

★図の左端が、国民年金で定額給付いわゆる5，00

0円年金といわれたもので、掛金月額200円（35才以

上は250円）の25年拠出で月額5，000円の年金給付が

行なわれてきました。

★これが、国民年金法の改正で、掛金月額450円

25年拠出で月8，000円・給付に引き上げられるととも

に、新たに掛金月額350円、25年拠出で月額4，5QO

円の所得比例給付の制度がもうけられました。

★所得比例給付といっても・当分は一段階だけで

しかも任意加入ということになっています。

★同時に、同じ法改正で、国民年金基金を設ける

ことができるようになりました。つまり、業種や業

態別にプラスァルファの上積みの給付をすることに

なれぽ、国民年金の所得比例給付とあわせて国民年

金基金をつくってもよいことになりました。

★しかし、農業者の場合は、ブラスアルファの給

付が、たんなる自前年金という附加給付ではなく、

農業政策を推進する上で必要な年金一若返りや規

模拡大一という仕組みをとるということで、別に

法律をもって、農業者年金基金をつくることとなっ

たのです。

★ですから、農業者年金の加入者は、国民年金の

所得比例は当然加入をしなければならないことにな

っています。

4まての　金＿＿＿＿
　　　　こんと改正になった国民年金

回團轡｛圏
　　　　　　国民年金基金を

　　　　　　　　　　　’O‘★農業者年金は、農業者の老後生活’・い

の安定と、経営の若返り、経営規模の

拡大という、社会保障と農業近代化の

両面をねらいとしてつくられたもの

で、国民年金に上のせして仕くまれて

います。

　　　来年1丹から業務を開始します

★農業者年金

★農業者年金を取り扱うr農業者年金基金ゴほ

1月1日から保険料徴収などの業務を開始しますす

★農業者年金は、掛金徴収や年金の給付ば市農協

で、基金加入者の受け付けや確認、農地の買入れ、

売渡し、管理などは市農業委員会に業務委託される

予定です。

★近く市農業委員会や農協から、くわしい説明が

あり、加入手続きについての相談に応ずることとし

ています。

★農業者のための年金をりっばに育てていくため

にこぞって加入手続きを急ぎましょう。
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